
 食品の脂質過酸化は、品質管理上ばかりで

なく食品衛生上も重要である。脂質の過酸化

の程度を表す各種の測定項目のうち、最も一

般的なものは過酸化物価（ＰＯＶ）であり、

油脂及び油脂加工食品については食品衛生法

による規格基準が定められている。ＰＯＶ測

定の従来法は、分析試料にヨウ化カリウムを

加えＰＯＶに対応して遊離するヨウ素を、チ

オ硫酸ナトリウム溶液で滴定する方法である。 
微量な試料や精度の良い測定のため、自動

滴定装置を用いる電位差滴定法も定められて

いるが、滴定液を送液する機構が必要なため、

装置の小型化や低価格化が困難といった問題

点が残されている。そこで、新たに電量滴定

の原理に基づく、ＰＯＶの簡易で迅速な測定

法（図 1）を開発した。 
チオ硫酸ナトリウムを電解で生成するヨウ

素で電量滴定すると、チオ硫酸ナトリウムの

当量数と電解時間には、正の直線関係が認め

られた。また、過酸化物の代わりに過マンガ

ン酸カリウムを用い、ヨウ化カリウムを加え

て遊離するヨウ素を過剰量のチオ硫酸ナトリ

ウムを添加して逆滴定すると、過マンガン酸

カリウムの当量数と電解時間には負の直線関 
 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

図１ 電量滴定によるＰＯＶの新規測定法 
 

係が認められた。このことから、ヨウ素は過

剰量のチオ硫酸ナトリウムを添加する逆滴定

方式の電量滴定によって、定量が可能である

ことが判明した。従って、ヨウ素に変換され

てから測定されるＰＯＶも、同様の方法で測

定が可能となった。 

電量滴定の終点は、電流法で判定すること

により、３分程度の測定時間で鋭敏に検出す

ることができた。その他の測定条件を従来法

に準じて、各種食品のＰＯＶを測定したとこ

ろ、電量滴定による測定値は、従来法による

測定値とほぼ等しい結果が得られた。このよ

うな経緯で、簡易な電量滴定によるＰＯＶの

新たな測定法が確立した。        

以上の測定原理をもとに、さらにＰＯＶの

算出に必要となる油脂量を推定する機能を内

蔵する小型なＰＯＶ計（図２）を、飯島電子

工業（株）と共同で開発した。本ＰＯＶ計は、

①自動滴定のため少量試料で正確に測定が可

能、②着色試料も測定が可能、③滴定液の送

液が不要なため操作が簡単、④測定試料の調

製が簡単といった特長を備えており、特許登

録（特許第 3377785 号）され市販されている。 

  （食品工業技術センター 近藤正夫） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 油脂量推定機能を内蔵するＰＯＶ計 

 
 

 

電流滴定による過酸化物価（ POV）の新規測定法 
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新規 測定 法 従 　来　 法

油 脂 試 料  

↓ヨウ化カリウムの添加 

ＰＯＶ相当のヨウ素量 

↓チオ硫酸ナトリウム過剰量の添加 

残存チオ硫酸ナトリウム 

↓電解生成ヨウ素で自動滴定 

　（ファラデーの法則の適用） 

逆滴定に要したヨウ素量 

 

Ｐ ＯＶ

油 脂 試 料  

↓ヨウ化カリウムの添加 

ＰＯＶ相当のヨウ素量 

 

 

↓チオ硫酸ナトリウムで手動滴定 

 

滴定に要したチオ硫酸ナトリウム量 
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